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☎ 083-934-3312
山口市菜香亭

11/28（金）
　　～令和8年1/12（月・祝）

新山口駅北口・南口駅前広場

☎ 083-976-8588

11/28（金）の点灯式、12/13
（土）の「小郡がつながるクリス
マスフェスタ」では楽しいイベ
ントが盛りだくさんです。

12/13（土）

大正15年にサビエル記念碑が
建立され、来年は100年にあ
たります。山口に来訪したサ
ビエルと大内氏に関する歴史
や関連史跡などについて紹介
します。

11/28（金）～12/25（木）

山口ふるさと伝承総合センター
まなび館のマンスリー企画参加
作家ほか有志によるクリスマス
作品を展示します。イルミネー
ション点灯等も行います。

12/25（木）

毎年恒例となったクリスマスの
コンサート。今年もLE VELVETS
の美しい歌声が山口のきずなを
深めてくれることでしょう。

☎ 083-928-3333

山口ふるさと伝承総合
センター

新山口イルミネーション実行
委員会

日本初のクリスマス - ミサや、
山口周辺のキリシタンの足跡を
紹介します。

☎ 083-934-3312
山口市菜香亭

山口市民会館
山口市文化振興財団
☎ 083-920-6111

                   12/25（木）まで

山口きずな音楽祭プロジェクト
☎ 083-929-3947
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「新たなまちづくり　３つの挑戦」
●１ 都市全体の「元気度をあげる」
市民一人ひとり、地域、事業者の皆様の活動する量や質が
さらに上がるような取組を進め、トータルとしてのまちの
活力や元気度を高めていきます。
新市のまちづくりで整えてきた「地域交流センター」や「ＫＤ
ＤＩ維新ホール」、「湯田温泉こんこんパーク」や「ＹＣＡＭ」、
「道の駅」などの社会基盤を、皆様の活動の舞台としてもっ
と活用してもらえるような取組を進めていきます。
また、民間のノウハウを生かした公民連携のもとで、地域
の活力や経済活力の向上、公共サービスの質の向上を図り、
都市全体の元気度を上げていきます。
●２ 「選ばれるまちへ」
本市全体の、また 21の各地域の魅力や個性をもっと引き
出し、「山口を訪れたい」、「住み続けたい」と思っていた
だけるまちを目指します。
県都山口として教育・文化を始めとした都市機能をさらに
高めていくとともに、３つの大学が立地する学都山口の人
材力を生かした起業創業や企業誘致、県内最大の宿泊拠点
としての湯田温泉の振興、県の玄関口である新山口駅周辺
のさらなる発展、農山村エリアの魅力を生かした食と農の
まちづくりなどを進めていきます。
●３ 「まちをスマートに」
人口減少社会にあっても、限られた資源を最大限に生かし、
デジタル技術なども柔軟に活用しながら、もっと便利で持続
可能な市民サービスの提供を目指します。
合併前からの重複する機能を持った公共施設や複雑な仕組み
を、市民の皆様とともに見つめ直しながら再構築し、子育て
世代も高齢者世代も暮らしやすい適度な生活サイズで、活力
あふれるスマートなまちを目指した取組を進めていきます。


